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(54)【発明の名称】 内視鏡システムおよび映像信号処理装置

(57)【要約】
【課題】  文字データをコード化して、文字データの入
力を簡単かつ正確に行う。
【解決手段】  内視鏡システムを、スコープ１０、プロ
セッサ２０、モニタ装置５０、コード読取装置６０およ
びキーボード７０から構成する。コード読取装置６０は
バーコードシンボルＢＳを読み取って復号化したデータ
をプロセッサ２０に送る。プロセッサ２０は、スコープ
１０により得られた光学的被写体像に対応する第１ビデ
オ信号を生成し、また復号データに対応する文字データ
をメモリ３２から読み出すあるいはシステムコントロー
ラ２２のＲＯＭから固定文字データを読み出して第２ビ
デオ信号を生成する。プロセッサ２０のビデオプロセス
回路３４は第１および第２ビデオ信号を合成してモニタ
装置５０に出力し、画面に文字データがスーパーインポ
ーズされた被写体像を表示させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡と、
符号化された文字データを光学的に読み取って復号化す
るコード読取装置と、
前記内視鏡により得られた被写体像に対応する第１ビデ
オ信号を生成するとともに前記文字データに対応する第
２ビデオ信号を生成し、前記第１および第２ビデオ信号
を合成して合成ビデオ信号として出力する映像信号処理
装置と、
前記内視鏡装置から出力された合成ビデオ信号に基づい
て、画面上に前記被写体像および前記文字データを同時
に表示するモニタ装置とを備えることを特徴とする内視
鏡システム。
【請求項２】  撮像手段を備えた内視鏡と、
符号化された文字データの光学像を前記内視鏡により撮
像する入力モードと、前記文字データ以外の被写体像を
前記内視鏡により撮像する通常撮影モードとを選択する
選択手段と、
前記入力モードが選択されたときに内視鏡により得られ
た前記文字データを復号化してメモリに格納するデータ
保持手段と、前記通常撮影モードが選択されたときに前
記内視鏡により得られた被写体像に対応する第１ビデオ
信号を生成する映像信号処理手段と、前記データ保持手
段に格納された前記文字データに対応する第２ビデオ信
号を生成する文字データ処理手段と、前記第１および第
２ビデオ信号を合成して合成ビデオ信号として出力する
合成手段とを備えた映像信号処理装置と、
前記合成ビデオ信号に基づいて前記被写体像および前記
文字データを同時に画面に表示するモニタ装置とを備え
ることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項３】  前記選択手段が前記内視鏡に設けられた
操作スイッチの１つであり、この操作スイッチがモード
選択機能と異なる機能を兼用することを特徴とする請求
項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】  前記文字データが特定の文字情報に対応
したコード番号であり、このコード番号がバーコードシ
ンボルに符号化されることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡システム。
【請求項５】  前記コード番号と前記コード番号に対応
する前記文字情報とを格納するメモリが映像信号処理装
置に設けられることを特徴とする請求項４に記載の内視
鏡システム。
【請求項６】  前記文字データが前記内視鏡の操作者氏
名または患者氏名または患者ＩＤ番号またはコメントを
含む特定の文字情報であり、この文字情報が２次元コー
ドシンボルに符号化されることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の内視鏡システム。
【請求項７】  内視鏡により得られた被写体像に対応す
る第１ビデオ信号を生成する映像信号処理手段と、コー
ド読取装置により読み取られる文字データを読み込んで
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第２ビデオ信号を生成する文字データ処理手段と、前記
第１および第２ビデオ信号を合成する合成手段とを備え
ることを特徴とする映像信号処理装置。
【請求項８】  符号化された文字データの光学像または
前記文字データ以外の被写体の光学像を選択的に撮像す
る内視鏡に接続され、
前記内視鏡により得られた前記被写体の光学像に対応す
る第１ビデオ信号を生成する映像信号処理手段と、
前記内視鏡により読み取られる前記文字データに対応す
る第２ビデオ信号を生成する文字データ処理手段と、
前記第１および第２ビデオ信号を合成する合成手段とを
備えることを特徴とする映像信号処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡システムに
関し、特に医者や患者の名前、患者ＩＤ番号、コメント
等の文字データの入力に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】近年、ＣＣＤ等の固体撮像素子の小型化
および高性能化が進み、体内等の相対的に狭い空間に可
撓管を挿入する内視鏡にも適用されている。このような
内視鏡は、例えば先端に固体撮像素子を設けて光学的被
写体像を電気信号に光電変換し、観察位置から離れた映
像信号処理装置へ出力する。映像信号処理装置では光学
的被写体像に対応した電気信号、即ちビデオ信号に適当
な画像処理が施され、モニタ装置やＶＣＲ等の外部装置
に出力される。
【０００３】内視鏡により得られる映像はいずれも似通
ったものとなるため、一般に映像には識別を容易にする
ための文字データ、例えば医者や患者の氏名、患者ＩＤ
番号等が付加され、モニタ装置の画面には被写体像にこ
れら文字データがスーパーインポーズされる。
【０００４】一般に文字データは、操作者側（医者や看
護婦等）によって映像信号処理装置に接続されたキーボ
ードから入力される。しかし、実際の医療現場において
は内視鏡の操作だけでなく他の機器の操作や患者へのケ
ア等が同時に要求されるため、入力間違いの危険性があ
る。患者名やＩＤ番号を間違えれば重大な医療ミスの一
因とも成り得る。また、入力ミスのないように注意すれ
ば入力に時間がかかり、診察時間が長引いて患者や医者
への負担も大きくなるという問題がある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記問題点を
鑑みて成されたものであり、内視鏡を用いた診察におい
て文字データの入力を簡単かつ正確に行うことを目的と
する。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡システム
は、内視鏡と、符号化された文字データを光学的に読み
取って復号化するコード読取装置と、内視鏡により得ら
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れた被写体像に対応する第１ビデオ信号を生成するとと
もに文字データに対応する第２ビデオ信号を生成し、第
１および第２ビデオ信号を合成して合成ビデオ信号とし
て出力する映像信号処理装置と、内視鏡装置から出力さ
れた合成ビデオ信号に基づいて、画面上に被写体像およ
び文字データを同時に表示するモニタ装置とを備えるこ
とを特徴とする。
【０００７】また本発明の内視鏡システムは、撮像手段
を備えた内視鏡と、符号化された文字データの光学像を
内視鏡により撮像する入力モードと、文字データ以外の
被写体像を内視鏡により撮像する通常撮影モードとを選
択する選択手段と、入力モードが選択されたときに内視
鏡により得られた文字データを復号化してメモリに格納
するデータ保持手段と、通常撮影モードが選択されたと
きに内視鏡により得られた被写体像に対応する第１ビデ
オ信号を生成する映像信号処理手段と、データ保持手段
に格納された文字データに対応する第２ビデオ信号を生
成する文字データ処理手段と、第１および第２ビデオ信
号を合成して合成ビデオ信号として出力する合成手段と
を備えた映像信号処理装置と、合成ビデオ信号に基づい
て被写体像および文字データを同時に画面に表示するモ
ニタ装置とを備えることを特徴とする。
【０００８】内視鏡に設けられる選択手段としては、具
体的には内視鏡の表面に設けられた操作スイッチの１つ
であり、この操作スイッチがモード選択機能と異なる機
能を兼用することが好ましい。これにより、モードの切
り替えが簡便に行える。
【０００９】文字データは特定の文字情報に対応したコ
ード番号であり、このコード番号がバーコードシンボル
に符号化されてもよい。この場合、コード番号とコード
番号に対応する文字情報とを格納するメモリが映像信号
処理装置に設けられることが好ましい。
【００１０】文字データが内視鏡の操作者氏名または患
者氏名または患者ＩＤ番号またはコメントを含む特定の
文字情報であり、この文字情報が２次元コードシンボル
に符号化されてもよい。
【００１１】本発明による映像信号処理装置は、内視鏡
により得られた被写体像に対応する第１ビデオ信号を生
成する映像信号処理手段と、コード読取装置により読み
取られる文字データを読み込んで第２ビデオ信号を生成
する文字データ処理手段と、第１および第２ビデオ信号
を合成する合成手段とを備えることを特徴とする。
【００１２】また、本発明による映像信号処理装置は、
符号化された文字データの光学像または文字データ以外
の被写体の光学像を選択的に撮像する内視鏡に接続さ
れ、内視鏡により得られた被写体の光学像に対応する第
１ビデオ信号を生成する映像信号処理手段と、内視鏡に
より読み取られる文字データに対応する第２ビデオ信号
を生成する文字データ処理手段と、第１および第２ビデ
オ信号を合成する合成手段とを備えることを特徴とす

4
る。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態について
添付図面を参照して説明する。コメント
【００１４】図１は第１実施形態の内視鏡システムを示
すブロック図である。内視鏡システムは内視鏡であるス
コープ（電子スコープ）１０と、このスコープ１０に接
続された映像信号処理装置であるプロセッサ２０とを備
え、プロセッサ２０にはさらにモニタ装置５０、コード
読取装置６０およびキーボード７０が接続される。
【００１５】スコープ１０の可撓管１２には光ファイバ
束から成る光ガイド部材１４が挿通し、映像信号処理装
置２０の光源２４からの照明光が光ガイド部材１４によ
って可撓管１２の先端に導かれる。これにより可撓管１
２の前方が照明される。光源２４と光ガイド部材１４の
入射端との間には、照明光を入射端に集光する集光レン
ズ２６と、入射端に供給すべき光量を調節する絞り２８
が設けられる。
【００１６】可撓管１２の先端には撮像手段であるＣＣ
Ｄ撮像センサ１６が内蔵され、照明された被写体の光学
像はＣＣＤ撮像センサ１６によって１フレーム分のアナ
ログ画素信号に光電変換される。１フレーム分の画素信
号は、スコープ１０内に設けられたＣＣＤドライバ１５
によって、映像用伝送ケーブル１８を介して順次読み出
され、プロセッサ２０に出力される。
【００１７】本実施形態においては面順次撮像方式が採
用される。白色照明光を発光する光源２４と光ガイド部
材１４との間にはＲＧＢカラーフィルタ２５が設けら
れ、被写体がＲ（赤）、Ｇ（緑）およびＢ（青）の３色
光により順次照明されるとともに、各色光学像に対応す
る画素信号がそれぞれ生成される。
【００１８】プロセッサ２０には、マイクロコンピュー
タからなるシステムコントローラ２２が設けられる。詳
しくは、システムコントローラ２２は中央演算処理ユニ
ット（ＣＰＵ）、種々のルーチンを実行するためのプロ
グラム等を格納する読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、種々
のデータを一時的に保存する書込み／読出し可能メモリ
（ＲＡＭ）を備え、スコープ１０およびプロセッサ２０
の動作全般を制御する。
【００１９】スコープ１０がプロセッサ２０に接続され
ると、ＣＣＤドライバ１５はプロセッサ２０の映像信号
処理回路３０に接続され、３色の１フレーム分の画素信
号は映像信号処理回路３０に送られて、ここで所定の画
像処理、例えばホワイトバランス補正処理、ガンマ補正
処理、輪郭強調処理等を受ける。映像信号処理回路３０
には、画像処理後の各色画素信号をそれぞれ１フレーム
分だけ格納するフレームメモリ（図示せず）が設けら
れ、各色画素信号はＡ／Ｄ変換されてフレームメモリに
一時的に格納される。各色のデジタル画素信号はフレー
ムメモリから同時に読み出される際に水平同期信号およ
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び垂直同期信号が付加され、３色のデジタルビデオ信号
としてビデオプロセス回路３４に送られる。
【００２０】ビデオプロセス回路３４では、３色のデジ
タルビデオ信号はそれぞれＤ／Ａ変換されて、さらに雑
音となる高周波成分の除去処理や増幅処理が施された後
に、モニタ装置５０に送られる。モニタ装置５０では１
フレーム分の３色のアナログビデオ信号に基づいて光学
的被写体像がカラー画像として画面上に再現される。な
お図示しないが、プロセッサ２０は３色のデジタルビデ
オ信号から種々のビデオ信号、例えばＮＴＳＣ信号を生
成可能であり、ビデオ信号は、モニタ装置５０の他、Ｖ
ＣＲ等の記録装置やパーソナルコンピュータ等の外部装
置に出力される。
【００２１】モニタ装置５０の画面には、被写体像と共
に種々の文字データがスーパーインポーズされる。文字
データとしては、日時やエラーメッセージ等のシステム
コントローラ２２のＲＯＭから読み出される固定文字デ
ータや、個々の被写体像を識別するための可変文字デー
タ、具体的には医者および患者の名前や患者ＩＤ番号、
コメント等である。
【００２２】プロセッサ２０は、文字データのビデオ信
号を生成する文字データ処理回路３６をさらに備え、文
字データのビデオ信号は合成手段であるビデオプロセス
回路３４に送られて被写体像のビデオ信号と合成され
る。モニタ装置５０に実際に出力されるビデオ信号はこ
の合成されたビデオ信号であり、モニタ装置５０の画面
上には文字データの画像がスーパーインポーズされた被
写体像の再現カラー画像が表示される。記録装置等にお
ける画像の記録においても、合成されたビデオ信号が使
用され、これら文字データはビデオ信号として記録され
る。ここで３種類のビデオ信号を区別するために、スコ
ープ１０により撮像された被写体像のビデオ信号を第１
ビデオ信号と定義し、文字データのビデオ信号を第２ビ
デオ信号、第１および第２ビデオ信号が合成されたビデ
オ信号を合成ビデオ信号とそれぞれ定義する。
【００２３】文字データ処理回路３６には、モニタ装置
５０の解像度に適するように文字の線太さやドット数が
調整された専用の文字パターンデータを有するＲＯＭ３
８と、表示すべき文字データに対応してＲＯＭ３８から
転送される文字パターンデータを記憶するビデオＲＡＭ
４０とが内蔵される。文字データ処理回路３６では、ビ
デオＲＡＭ４０に書き込まれた文字パターンデータに基
づいて第２ビデオ信号が生成され、ビデオプロセス回路
３４に出力される。
【００２４】従来では、医者および患者の名前や患者Ｉ
Ｄ番号、コメント等の可変文字データは、操作者側（医
者や看護婦等）によってキーボード７０から入力されて
いた。しかし、医療現場においてはスコープ１０の操作
だけでなく他の機器の操作や患者へのケア等が同時に進
行しており、入力ミスの危険性がある。患者名やＩＤ番
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号を間違えれば重大な医療ミスの一因とも成り得る。ま
た、入力ミスのないように注意すれば入力に時間がかか
り、診察時間が長引いて患者や医者への負担も大きくな
るという問題がある。
【００２５】そこで、本実施形態の内視鏡システムにお
いては、入力を正確かつ短時間で行うために、コード入
力方式を採用している。即ち、医者の名前等の各文字デ
ータにそれぞれ対応したコード番号（数字）を付した論
理データを不揮発性メモリ３２に格納しておき、コード
読取装置６０によって読み取ったコード番号に対応する
文字データを不揮発性メモリ３２から選択して読み出し
ている。これにより、簡単な操作で可変文字データを入
力でき、入力時間が短縮され、入力ミスも減る。
【００２６】コード読取装置６０は、プロセッサ２０に
接続されたときにシステムコントローラ２２にシリアル
接続され、読み取るべきコードシンボルが示すコード番
号をシリアルデータに変換する。第１実施形態において
は、コード信号はバーコードシンボルＢＳに符号化さ
れ、コード読取装置６０はバーコード読取装置である。
【００２７】図１および図２を参照してコード読取装置
６０について詳述する。図２は、コード読取装置６０の
読取動作を具体的に示すフローチャートである。プロセ
ッサ２０に接続された状態で開始ボタン６２を押すと、
まずコード読取装置６０に内蔵されたラインセンサ６４
によってバーコードシンボルＢＳが読み取られる、即ち
バーコードシンボルＢＳにレーザ光線が照射され、その
光学像が画素信号に光電変換される（ステップＳ１０
２）。バーコードシンボルＢＳに対応する画素信号は、
ラインセンサ６４から順次読み出されて、画像処理回路
６６内のメモリに蓄積される（ステップＳ１０４）。画
素信号は２値化処理によって０、１からなる２値データ
に変換され（ステップＳ１０６）、この２値データから
スタートビットおよびストップビットが検出される（ス
テップＳ１０８）。ステップＳ１１０ではスタートビッ
トおよびストップビット間の２値データを復号化する。
これにより、バーコードシンボルＢＳに対応するコード
番号が得られる。このコードデータは例えばＡＳＣＩＩ
符号方式に基づいて符号化された後シリアルデータに変
換され、プロセッサ２０のシステムコントローラ２２へ
出力される（ステップＳ１１２）。以上でコード読取装
置６０の読取動作が終了する。
【００２８】なお、コード読取装置６０は２次元コード
シンボルを読取可能な２次元コードリーダであってもよ
い。２次元コードシンボルの情報量はバーコードシンボ
ルの情報量より極めて多く、文字データそのものをＡＳ
ＣＩＩ符号化できる。
【００２９】図３および図４は、システムコントローラ
２２において実行されるデータ変換処理ルーチンを示す
フローチャートである。システムコントローラ２２は、
コード読取装置６０が接続され、かつ読み取り動作が終
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7
了したことを確認するとこのデータ変換処理ルーチンを
開始する。システムコントローラ２２はコード読取装置
６０からシリアルデータを受信すると（ステップＳ２０
２）、このシリアルデータを復号化し、システムコント
ローラ２２のＲＡＭに一時的に格納する。復号データ
は、バーコードシンボルを読み取った場合には数字から
なるコード番号であり、２次元コードシンボルを読み取
った場合には文字データそのものである。
【００３０】ステップＳ２０４～Ｓ２２０では、復号デ
ータの文字数が３０より小さく、かつ復号データに数字
が含まれている場合にはバーコードシンボルを読み取っ
たと判定し、それ以外の場合には２次元コードシンボル
を読み取ったと判定する。本実施形態ではバーコードデ
ータは３０文字より少なく設定されるが、特に３０文字
に限定されるものではない。
【００３１】詳述すると、まず復号データの文字数がカ
ウントされ（ステップＳ２０４）、パラメータｍに代入
される。そして文字数ｍが３０より小さければ（ステッ
プＳ２０８）、ステップＳ２１０からステップＳ２１６
においてｎ番目（ｎ＝１～ｍ）の文字が数字であるか否
かが判定される。数字が含まれていれば復号データがコ
ード番号であるとみなされ（ステップＳ２１８）、得ら
れたコード番号に対応する文字データがメモリ３２から
読み出され（ステップＳ２２０）、可変文字データとし
て文字データ処理回路３６に出力する（ステップＳ２２
４）。対応する文字データがメモリ３２内になかった場
合にはエラーメッセージを表示させるべくシステムコン
トローラ２２のＲＯＭから「対応するデータがありませ
ん」という文字データが文字データ処理回路３６に出力
される（ステップＳ２２６）。
【００３２】一方、文字数ｍが３０以上であった場合
（ステップＳ２０８）およびｍ個の文字の中に数字が混
じっていなかった場合（ステップＳ２１２）には、復号
データが文字データそのものであると判定され（ステッ
プＳ２２８）、そのまま文字データ処理回路３６に出力
される。以上でデータ変換処理ルーチンが終了する。
【００３３】システムコントローラ２２は読み取られた
コードシンボルがバーコードシンボルであるか２次元コ
ードシンボルであるか否かを自動判別するので、プロセ
ッサ２０に接続可能なコード読取装置６０の種類は多
く、汎用性が高い。
【００３４】キーボード７０には、可変文字データの入
力を許可するためのモード選択機能が割り当てられたキ
ーが設けられる。モード選択キーを押下する毎に入力モ
ードと通常撮影モードとが切替えられる。入力モードが
設定された場合には、可変文字データの各項目毎の入力
が許可され、読取開始ボタン６２の押下によりコード読
取装置６０による読取動作が開始される、あるいはキー
ボード７０から文字列が入力される。項目としては例え
ば「医者氏名」「患者氏名」「患者ＩＤ番号」「コメン
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ト」等が挙げられる。各項目の内容は新規入力または書
換え入力のいずれも可能である。入力すべき項目は反転
表示により示され、項目の選択はキーボード７０の所定
のキー、例えばリターンキーの押下により反転表示を移
動させる。通常撮影モードが設定された場合には、コー
ド入力は不許可となり、既に入力された項目の内容のみ
がモニタ装置５０の画面にスーパーインポーズされる。
【００３５】スコープ１０と共にプロセッサ２０が医療
機関等に新規に納入された場合や、これらを納入後に定
期的に点検を行う場合、新たなスコープが追加された場
合などでは、プロセッサ２０はホワイトバランス等の調
整のために通常撮影モードから調整モードに切り替えら
れる。本実施形態では、この調整モードへの切り替えを
コード入力で行うこともできる。この場合、納入者やサ
ービスマンのみがコードシンボルを保持すれば、通常の
スコープ１０使用時には調整モードへ移行できないの
で、誤ったキー操作による調整モードへの移行が防止さ
れる。
【００３６】このように、第１実施形態の内視鏡システ
ムによると、コードシンボルを読み取るだけで文字デー
タを入力しているので、簡単かつ正確に入力できる。従
って、診察時間を短縮でき、患者や医者の負担を軽減で
きる。さらにプロセッサ２０においてバーコードシンボ
ルであるか２次元コードシンボルであるか否かを自動判
別するので、両方のコードシンボルに対応できる。
【００３７】なお、本実施形態において撮像方式は面順
次方式を採用しているが、カラーチップフィルタを設け
たＣＣＤ撮像センサによって撮像を行う同時方式であっ
てもよい。
【００３８】図５は、本発明による内視鏡システムの第
２実施形態を示すブロック図である。第２実施形態にお
いては、コード読取装置６０の機能をスコープ１０およ
びプロセッサ２０に持たせており、システムの簡略化を
図っている。第１実施形態と同様の構成については同符
号を付し、その説明を省略する。
【００３９】スコープ１０の表面にはシャッタボタン１
７が設けられ、このシャッタボタン１７は、ＣＣＤドラ
イバ１５を介してプロセッサ２０のシステムコントロー
ラ２２に電気的に接続される。シャッタボタン１７には
モニタ装置５０に表示される被写体像を静止画として表
示、記録させるための電子シャッタ機能だけでなく、モ
ード選択機能をも割り当てられる。例えば、３秒より長
くシャッタボタン１７が押されればモード選択機能が作
動し、入力モードまたは通常撮影モードに切り替えられ
る。３秒以下の間シャッタボタン１７が押されれば電子
シャッタ機能が作動して静止した被写体像が表示、記録
される。なお、第２実施形態においては２次元バーコー
ドシンボルＢＳのみを読み取り可能であり、第１実施形
態のメモリ３２はここでは不要である。
【００４０】図６は、プロセッサ２０において実行され
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る撮像データ処理のメインルーチンを示すフローチャー
トである。プロセッサ２０の電源（図示せず）が投入さ
れると、この撮像データ処理は開始され、まずシステム
コントローラ２２内のタイマカウンタのカウント時間が
クリアされる（ステップＳ３０２）。次にシャッタボタ
ン１７が押されたか否かが判定され（ステップＳ３０
４）、押されるまでステップＳ３０４は繰り返し実行さ
れる。シャッタボタン１７が押されたと判定されるとタ
イマカウンタによるカウントアップが開始され（ステッ
プＳ３０６）、シャッタボタン１７が離されていないと
判定される（ステップＳ３０８）間はカウントアップが
継続する。シャッタボタン１７が離されると、そのとき
のカウント時間が３秒より短いか否かが判定され（ステ
ップＳ３１０）、３秒以下であれば通常撮影処理（ステ
ップＳ３１２）に移行し、３秒より長ければ２次元コー
ド読取処理サブルーチン（ステップＳ４００）が実行さ
れる。通常撮影処理または２次元コード読取処理が終了
すると、再びステップＳ３０２に戻る。
【００４１】図７は、図６に示す２次元コード読取処理
サブルーチンの詳細を示すフローチャートである。ま
ず、光源２４から白色照明光が可撓管１２の先端に供給
され、照明された２次元コードシンボルＢＳがＣＣＤ撮
像センサ１６によって撮像される（ステップＳ４０
２）。２次元コードシンボルＢＳに対応する画素信号は
ＣＣＤドライバによって読み出され、映像信号処理回路
３０に送られる。映像信号処理回路３０では、画素信号
は画像メモリに１フレーム分蓄積された（ステップＳ４
０４）後、２値化処理が施され（ステップＳ４０６）、
さらに２次元コードシンボルＢＳに対応するデータが抽
出され（ステップＳ４０８）、抽出した部分が復号化さ
れる（ステップＳ４１０）。これにより、２次元コード
シンボルＢＳが表す文字データが得られる。復号化され
た文字データはシステムコントローラ２２に送られ、こ
こで一時的に格納される。以上で２次元コード読取処理
サブルーチンが終了する。
【００４２】通常撮影処理（ステップＳ３１２）におい
ては、第１実施形態と同様、スコープ１０により撮像さ
れた被写体像の第１ビデオ信号と、システムコントロー
ラ２２のＲＡＭに格納されたあるいはＲＯＭから読み出
された文字データの第２ビデオ信号とが合成され、合成*
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*ビデオ信号としてモニタ装置５０に出力される。
【００４３】以上のように、第２実施形態の内視鏡シス
テムにおいても、２次元コード化された文字データを読
み取ることにより文字データのビデオ信号を被写体像の
ビデオ信号に付加しているので、文字データの入力を簡
単かつ正確に行うことができ、診察時間が短縮でき、患
者や医者の負担を軽減できる。さらに第２実施形態の内
視鏡システムにおいては、スコープ１０およびプロセッ
サ２０がコード読取装置（６０）の機能を兼用してお
り、コード読取装置（６０）が不要となってシステム全
体の構成が簡単になり、省スペース化、低コスト化が図
れる。また、モード切替が操作者が保持するスコープ１
０で行えるので、操作性に優れている。
【００４４】
【発明の効果】以上説明したように本発明の内視鏡シス
テムは、コード化された文字データを読み取ることによ
り文字データを映像信号に付加しているので、文字デー
タの入力を簡単かつ正確に行うことができ、診察時間を
短縮でき、患者や医者の負担を軽減できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による内視鏡システムの第１実施形態を
示すブロック図である。
【図２】図１に示すコード読取装置において実行される
読取処理ルーチンを示すフローチャートである。
【図３】図１に示すプロセッサにおいて実行されるデー
タ変換処理ルーチンの前半部分を示すフローチャートで
ある。
【図４】データ変換処理ルーチンの後半部分を示すフロ
ーチャートである。
【図５】本発明による内視鏡システムの第２実施形態を
示すブロック図である。
【図６】図５に示すプロセッサにおいて実行される撮像
データ処理のメインルーチンを示すフローチャートであ
る。
【図７】図６に示す２次元コード読取処理サブルーチン
の詳細を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１０  スコープ
２０  プロセッサ（映像信号処理装置）
６０  コード読取装置
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